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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、地域密着型プロスポーツのトポフィリア（場所愛）を実証的に検証するた
めに、平成23年度から新たに男子プロバスケットボールリーグ（ｂｊリーグ）に参入する「岩手」「長野」の3チーム
の観戦者と地域住民を対象として、地域密着型プロチームの出現が、「チームアイデンティフィケーション」（TI）と
「地域愛着」（PA）にどのような影響を与えたかを、縦断的研究によって明らかにすることである。その結果、プロス
ポーツの出現による地域愛着に経年変化は見られなかったが、その一方で、チームアイデンティフィケーションは年々
高まっていくことが確認された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to verify the impact of the appearance of new locally
 attached professional basketball team upon the level of the place attachment and the team identification 
among fans and the residents of two teams. These two teams are named Iwate Big Bulls and Shinshu Brave War
riors and the hometown are Iwate and Nagano prefecture respectively. The results of this study indicated t
hat team identification increased every year, but the level of the place attachment was pretty much stable
 during the three years. It can be concluded that the newly appeared locally attached professional basketb
all team does not have direct impact on PA but has certain amount of influence on team identification. 
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１．研究開始当初の背景 
日本では長い間、プロスポーツといえばプ

ロ野球か大相撲であった。しかし、1994 年に

スタートした Jリーグは、チームに企業名を

冠し、親企業の広告塔的役割を担うプロ野球

を反面教師として、地域に密着したファン第

一主義のプロスポーツを目指した。当初 10

チームでスタートした Jリーグであるが、現

在は J１が 18 チーム、J２が 19 チームの計

37 チームに増え、さらに Jリーグ入りの入会

審査を受けたいというクラブが門前に列を

なしている。 

地域密着型のプロスポーツは、ともすれば

域内市場産業として小さなスケールでまと

まることが多いが、中には、浦和レッズのよ

うに、熱狂的な地元コアファンをベースとし

て、全国的な知名度を獲得するに至ったクラ

ブも存在する。J リーグは、従来のプロスポ

ーツ経営に、地域密着経営という「イノベー

ション」（革新）を持ち込んだが、それはプ

ロ野球にも伝播し、ロッテ（千葉）や日ハム

（札幌）は、親会社のイメージを払しょくす

るとともに地域イメージを強化し、ファンを

飛躍的に増大させた。 

最近では、第3のプロスポーツとして、男子

プロバスケットボールのｂｊリーグのチーム

づくりが活発化している。2005年に6チームで

スタートしたｂｊリーグも、2010年には14チ

ーム、そして2011年には20チームに拡大した。

最初は、東京、さいたま、新潟、大阪、大分、

仙台を本拠地とする6チームで始まったが、そ

の後、高松、富山（06/07シーズン参入）、沖

縄（07/08シーズン参入）、浜松・東三河（08/09

シーズン参入）、宮崎、島根、秋田（10/11シ

ーズン参入）、そして千葉、神奈川、岩手、長

野（11/12シーズン参入予定）など、県内にプ

ロスポーツのチームやクラブがない地方都市

にも急速に伝播していった。その背景には、J

リーグに比べて、雇用する選手やスタッフの

数が少なくて済み、1チーム当たり約1.5億円

から3億円程度の資金で運営できる経営的利

点がある他、地域活性化の核となる新産業創

造が急務となる自治体の思惑も絡んでいる。 

一般に、地域密着型のプロスポーツは、数

億円という事業規模に比べ、訴求効果が格段

に大きいことが知られている。地域名を冠し

たチームの活躍は、そのまま地域のブランド

力の向上にもプラスに機能するなど、地域に

とっては投資効果の大きい事業となる。しか

しながら、J リーグが先鞭をつけた地域密着

型経営が、なぜファンの地域愛着度を高め、

ファンの数を増やしたかというメカニズム

については不明な点が多い。本研究の学術的

な特色は、チームアイデンティフィケーショ

ン（TI）が、地域愛着度（PA）とトポフィリ

ア（場所愛）にどのように影響を及ぼすのか

を縦断的な視点から探るという点にある。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、地域密着型プロスポーツのトポ

フィリア（場所愛）を実証的に検証するため

に、平成 23 年度から新たに男子プロバスケ

ットボールリーグ（ｂｊリーグ）に参入する

「岩手」「長野」の 2 チームの観戦者と地域

住民を対象として、地域密着型プロチームの

出現が、「チームアイデンティフィケーショ

ン」（以下 TI とする）と「地域愛着」（place 

attachment）にどのような影響を与えたかを、

縦断的研究によって明らかにすることを目

的とする。本研究のタイトルで用いた「トポ

フィリア」とは、「人と場所（トポス）や環

境との情緒的な結びつき」、あるいは「人々

が持つ場所への愛着」を意味し（Tuan, 1974）、

地域密着型を経営の基本に置くプロスポー

ツチームが醸成する、ファンの地域に対する

愛着を検証するためのシンボリックな概念

である。 
 
３．研究の方法 
本研究は、平成 23 年度から新しくｂｊリー

グに参入する 2 つのプロチーム（岩手、長野）
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を対象に、試合会場で行う来場者自記式調査

と、地域住民に対する郵送調査から構成され

る。平成 23 年度は、地域愛着の構成要素抽

出のための予備調査（開幕直前）を実施した

後、開幕直後とシーズン終了前の 2 回の調査

（調査 1－2）を実験群の観戦者を対象として

行う。 

なお統制群として、ゲームを観戦していな

い地域住民を対象に、インターネット調査を

開幕直後とシーズン終了前に実施し（調査 3

－4）TI と地域愛着の時系列変化を調べる。

平成 24－25 年度も同様に、開幕直後とシー

ズン終了後に観戦者と地域住民に対する調

査を実施する（表 1 参照）。 

 

  

 

また地域愛着の構成要因を調べる測定尺

度に関しては、地域に対する肯定感の規定要

因を調べた渡辺（2006）、大阪府大東市にお

けるまちへの愛着を調査した中筋ら（2006）、

そして地域に対する愛着形成過程の検討を

行った引地ら（2006）を参考に、表 2 に示し

た 15 項目を設定し、「1．まったくあてはま

らない」から「5．大いに当てはまる」の 5

段階リッカート尺度によって測定を行った。

これに加えて、萩原・藤井（2005）が用いた

地域愛着を測定する 5 項目（「○○は他の地

域よりも大切である」「○○に愛着を感じて

いる」「○○には自分の居場所がある」「○○

は自分の街だという感じがする」「○○にず

っと住み続けたい」）と、性別、年齢、居住

年数の人口統計的変数を設定した。予備調査

の結果、表 2 に示した 15 項目を、地域愛着

度を測定する項目として確定した。 
 
４．研究成果 
 
（1）地域愛着の経年比較 

 地域密着型プロチームの出現が、地域愛着

に与える影響について、2 チームを対象に調

査を行った結果、2 チームとも地域愛着が経

年的に向上するという結果を得ることがで

きなかった。このことより、地域密着型を謳

うプロスポーツチームの誕生を介して、地域

への愛着は向上しないことが示唆される。 

しかし、そもそも観戦者の方がホームタウン

に愛着が高いことが示されたため、プロスポ

ーツを観戦する観戦者が元来、地域愛着の高

い観戦者が多く集まっている可能性が示唆

される。 

（2）チームアイデンティフィケーションの

経年比較 

 一方で、チームアイデンティフィケーショ

ンの経年変化の推移を見ると、2 チームとも

に、チームに対する愛着は年々上昇傾向にあ

ることが伺える。このことより、観戦者は観

戦行動を経験することで、チームへの愛着が

醸成されることが経年変化から明らかとな

った。 

（3）地域愛着とチームアイデンティフィケ

ーションの関係性 

 最後に、地域愛着とチームアイデンティフ

ィケーションの関係性を明らかにするため、
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共分散構造分析を行った。しかし、岩手・長

野両方において、モデル適合が悪い結果とな

ったが、いずれにおいてもチームアイデンテ

ィフィケーションから地域愛着へのパス係

数が高いことから、チームアイデンティフィ

ケーションが醸成されることによって、地域

愛着が高まるのではないかという可能性を

残す結果となった。この分析においては、課

題が残るものとなった。 

 しかしながら、統制群として行ったインタ

ーネット調査によって明らかになった地域

住民の愛着度よりも、両チームのファンが示

す地域愛着度は 3年間常に高いスコアを示す

ことが明らかになった。このことより、チー

ムアイデンティフィケーションと地域愛着

度の間に、因果関係が存在する可能性が示唆

されることとなった。 
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